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■私の関心領域と研究全体の位置づけ

・地域コミュニティの個別事例に座標軸を与えるような研究をしたい
・特に、地域コミュニティの「異質性」を定量的に分析したい（「多様性」という用語を用いるべきかどうかは要検討）
→人口学的な構造（性・年齢・世帯の家族類型、国籍等）をベースに、居住形態や従業状態など国勢調査の小地域データを活用して

町レベルで分析
→「同質性指標」「異質性指標」のようなものを開発したい

・定量的な分析をもとに、「異質なものをどう許容できるかが地域コミュニティの形／活動を決める」というテーマを考察していく

■研究の視点
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